
 

 

 

 

 

 

 

労 働 時 間 の 現 状 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成２６年５月 

 

栃木労働局労働基準部監督課 

 

 



 

  

目  次 

 

１．平成２５年における年間総実労働時間等の状況  ･････････････････････････････････1 

 

２．平成２５年における主要産業別の年間総実労働時間等の状況  ･････････････････････2 

 

３．統計資料 

 

  第１－１図 総実労働時間及び所定労働時間の推移（全国・栃木県）････････････････3 

 

  第１－２図 所定外労働時間の推移（全国・栃木県）･･････････････････････････････4 

 

第２図 平成２５年 産業別１人平均年間実労働時間（全国・栃木県）･････････････5 

 

第３図 全国の週休２日制普及率の推移（企業規模３０人以上）････････････････････6 

 

  第４図 全国の変形労働時間制の有無・種類別企業割合（企業規模３０人以上）･･････7 

 

  第５図 全国のみなし労働時間制 種類別採用企業数割合（企業規模３０人以上）････8 

 

  第６－１図 全国の１企業平均年間休日日数（企業規模３０人以上）･････････････････9 

   

  第６－２図 全国の年間休日総数及び階級別企業数割合（企業規模３０人以上）･･････10 

   

第７－１図  全国の労働者１人平均年次有給休暇取得率の推移 

                  （企業規模３０人以上）････････････････････11 

 

  第７－２図  全国の労働者１人平均年次有給休暇の付与日数・取得日数の推移 

（企業規模３０人以上）･････12 

 

  第８－１図 平成２４年（又は平成２３会計年度） 全国の規模・産業別労働者１人平均

年次有給休暇取得率          （企業規模３０人以上）･･･････13 

                          

 

第８－２図 平成２４年（又は平成２３会計年度） 全国の規模・産業別労働者１人平均

年次有給休暇の付与日数、取得日数    （企業規模３０人以上）･････14 

                 



1 

 

 

１ 平成２５年における年間総実労働時間等の状況 

（第１図参照） 

(ア)  総実労働時間の状況 

 

◆ 平成２５年における県内労働者の１人平均の年間総実労働時間は、「毎月勤労統計調査結

果（厚生労働省・栃木県、事業所規模３０人以上）」によれば、対前年比１９時間減少し、

１，８６５時間となった。このうち、所定外労働時間は前年より５時間増加し、所定内労

働時間は前年より２４時間減少している。 

◆ 平成２５年の全国の年間総実労働時間は、前年より１７時間減少し、１，７９２時間と

なった。 

◆ 栃木県の平成２５年における年間総実労働時間の状況を全国と比較すると、本県は全国

平均より７３時間長いものの、その差が２時間減少した。 

 

(イ)  所定内労働時間の状況 

 

◆ 平成２５年における県内労働者の１人平均の年間所定内労働時間は、前年より２４時間

減少し、１，６８２時間となった。 

◆ 平成２５年の全国の年間所定内労働時間の状況は、前年より１９時間減少し、１，６４

３時間であった。 

◆ 栃木県の平成２５年における年間所定内労働時間の状況を全国と比較すると、本県は全

国平均より３９時間長いものの、その差が５時間減少した。 

 

(ウ)   所定外労働時間の状況 

 

◆ 平成２５年における県内労働者の 1 人平均の年間所定外労働時間は、前年より５時間増

加し、１８３時間となった。 

◆ 平成２５年の全国の年間所定外労働時間の状況は、前年より２時間増加し、１４９時間

となった。 

◆ 栃木県の平成２５年における年間所定外労働時間の状況を全国と比較すると、本県は全

国平均より３４時間長く、その差が３時間増加した。 
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２ 平成２５年における主要産業別の年間総実労働時間等の状況 

（第２図参照） 

①  総実労働時間の状況 

 

◆ 栃木県における主要産業別の総実労働時間は、「毎月勤労統計調査結果（厚生労働省・栃

木県、事業所規模３０人以上）」によれば、建設業（２，０９７時間）が最も長く、次いで、

運輸・郵便業（２，０６３時間）、製造業（１，９８３時間）となっており、県内の全産業

平均（１，８６５時間）より長い。また、宿泊・飲食サービス業（１，４３３時間）が最

も短く、次いで、金融・保険業（１，６８９時間）、卸売・小売業(１，７１５時間)となっ

ており、県内の全産業平均より短い。 

◆ 全国の主要産業別の総実労働時間は、建設業（２，０９８時間）が最も長く、次いで、

運輸・郵便業（２，０６５時間）、製造業（１，９６５時間）などとなっている。 

◆ 栃木県における主要産業別の総実労働時間の状況を全国と比較すると、宿泊・飲食業が

全国平均より１１３時間長く、次いで、医療・福祉業が４２時間、卸売・小売業がともに

３５時間長い。一方、金融・保険業は全国平均より９２時間短い。 

 

②  所定内労働時間の状況  

 

◆ 栃木県における主要産業別の所定内労働時間は、建設業（１，８８３時間）が最も長く、

次いで、製造業（１，７７０時間）、運輸・郵便業（１，７２５時間）となっており、県内

の全産業平均（１，６８２時間）より長い。また、宿泊・飲食サービス業（１，３２５時

間）が最も短く、次いで、金融・保険業（１，５９３時間）、卸売・小売業（１，６１３時

間）となっており、県内の全産業平均より短い。 

 

③  所定外労働時間の状況 

 

◆ 栃木県における主要産業別の所定外労働時間は、運輸・郵便業（３３８時間）が最も長

く、次いで、建設業（２１４時間）、製造業（２１３時間）、となっており、県内の全産業

平均（１８３時間）より長い。また、医療・福祉業（５９時間）、金融・保険業(９６時間)、

卸売・小売業（１０２時間）が県内の全産業平均より短い。 
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